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第40回記念 錦帯橋まつり

五
橋
彩
る　

春
の
祭
典

　

４
月
29
日
、
錦
帯
橋
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
４
万
２
千

人
が
錦
帯
橋
周
辺
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

吉
香
公
園
な
ど
の
会
場
で
は
、
お

茶
会
や
吹
奏
楽
の
演
奏
、
空
手
道
演

武
、
岩
国
太
鼓
、
城
下
町
掘
り
出
し

市
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
公
園
内
に
錦
帯
橋
の
模
型
が
展

示
さ
れ
、
親
子
連
れ
が
実
際
に
触
っ

て
橋
の
仕
組
み
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
江
戸
時
代
の
装
束
を
ま
と
っ

た
約
２
７
０
人
が
時
代
着
物
行
列
、

小こ

ぬ

か糠
踊
り
、
奴
道
中
、
大
名
行
列
の

順
に
錦
帯
橋
の
上
を
練
り
歩
く
と
、

沿
道
に
集
ま
っ
た
観
客
は
盛
ん
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
な
ど
、
橋
上
の
時

代
絵
巻
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
の
中
、
強
風
が
時

折
吹
き
ま
し
た
が
、
橋
上
の
出
演
者

た
ち
は
動
じ
ず
に
真
っ
す
ぐ
前
を
見

て
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　

錦
帯
橋
下
河
原
で
は
、
岩
国
藩
鉄

砲
隊
保
存
会
、
松
江
城
鉄
砲
隊
に
よ

る
鉄
砲
隊
演
武
が
披
露
さ
れ
、
会
場

の
人
た
ち
は
火
縄
銃
の
音
や
白
煙
の

迫
力
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

広報いわくに
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夏
の
室
内　

快
適
に

緑のカーテン設置

　

４
月
24
日
、
市
役
所
西
側
で
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
の
設
置
が
行
わ
れ
、

福
田
良
彦
市
長
と
岩
国
市
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
協
議
会
の
藤
野
完
二
会

長
や
市
職
員
が
、
ゴ
ー
ヤ
ー
・
キ
ュ

ウ
リ
・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
・
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
つ
る
性
の
植

物
を
ネ
ッ
ト
な
ど
に
這
わ
せ
て
、
窓

や
壁
面
を
覆
う
こ
と
で
日
光
を
遮
り
、

室
温
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。
ま
た
葉

か
ら
蒸
散
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
温

度
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
す
だ
れ

や
高
性
能
の
遮
蔽
ガ
ラ
ス
に
比
べ
、

日
射
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
カ
ッ
ト
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

福
田
市
長
は
「
学
校
や
保
育
園
が

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
対
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は

民
間
の
団
体
と
協
力
し
て
、
こ
の
活

動
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
ア
サ
ガ
オ
や
フ
ウ
セ

ン
カ
ズ
ラ
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
な
ど
の
苗

が
植
え
付
け
ら
れ
、
市
役
所
で
の
植

え
付
け
作
業
は
今
回
で
10
回
目
と
な

り
ま
す
。　

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

　

４
月
22
日
、
中
央
公
民
館
で
歴
史

研
究
家
の
森
重
昭
氏
を
講
師
に
迎
え

「
被
爆
死
し
た
米
兵
を
通
じ
て
平
和

を
考
え
る
」
を
演
題
に
、
ユ
ネ
ス
コ

平
和
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
戦
前
に
柳
井
市
で
捕
虜
に
な
っ

た
米
兵
が
、
広
島
に
移
送
さ
れ
て
被

爆
し
た
こ
と
を
知
っ
た
森
氏
は
、
自

身
も
被
爆
者
で
あ
り
な
が
ら
「
日
本

人
も
米
兵
も
関
係
な
い
、
人
間
同
士

の
話
だ
」
と
、
遺
族
を
探
す
決
意
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
40
年
に
わ
た

り
、
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ
た

12
人
の
米
兵
を
調
査
し
、
全
員
の
遺

族
に
米
兵
の
最
期
を
伝
え
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
オ
バ
マ
前
大
統
領
と

平
和
記
念
公
園
で
対
面
し
た
こ
と
に

つ
い
て
「
自
国
民
の
犠
牲
を
認
め
る

国
が
少
な
い
中
、
演
説
で
被
爆
米
兵

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
涙
が
出
た
。
大

統
領
に
肩
を
抱
き
寄
せ
ら
れ
、
心
が

通
じ
合
っ
た
と
感
じ
た
」
と
話
し
、

最
後
に
「
簡
単
に
は
い
か
な
く
て
も
、

核
保
有
国
は
原
爆
を
破
棄
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

平
和
の
た
め
に
原
爆
破
棄
を

ユネスコ平和講演会

2017.6.1

▲会場に設置されたパネルには、柳井市伊陸で墜落し

　た米軍機の写真などが展示された

▲「当時『戦闘中行方不明』しか知らされなかった米

　兵遺族に、本当のことを伝えたかった」と話す森氏

▲パッションフルーツの苗の植え付け作業を行う福田

　市長（中央）

▲植物観賞だけでなく、野菜や果物を植えれば収穫の

　楽しみも生まれる
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